
生徒 保護者 職員

1 2.9 2.8 2.7

2 2.9 2.8 2.7

3 3.0 2.7 2.9

4 3.4

5 3.7 3.0

6 3.2

7 3.5 3.2 3.5

8 2.9 2.8 3.3

9 3.3 3.1 3.2

10 3.7 3.0 3.3

11 3.1 2.9 3.3

12 2.9 2.8 3.3

13 2.2

14 2.7

15 3.3 2.9 3.2

16 3.3 3.0 3.1

17 3.2 2.9 3.3

18 2.7

19 2.7 2.5 3.0

20 3.0 2.9 3.2

・入部率も高く、部活動と学習のバランスを図っている生徒が多いこと
はすばらしい。教職員にとっても、自身の「働きかた改革」の趣旨もふま
えた指導計画が求められよう。
・顧問や親の部活送迎で任意保険の加入状況や積載人数を超えない
などの確認はできていますか。

21 3.2 3.2 3.3

22 3.1 3.0 2.9

生徒 保護者 職員

23 3.1 2.9 3.0

24 3.1 2.9 3.1

25 3.1 2.9 3.2

26 3.1

27 3.1 2.8

28 3.0 2.8 2.9

29 3.2 3.2 3.2

30 3.0 2.9 2.9

31 3.3 2.9 2.9

・年間４～５回の人権ＨＲは、８５％を超える生徒が肯定的に受け止め
ており、評価できる。引き続き、充実を図っていただきたい。
・SNSでの不適切な言動は、特に大人の世界で問題が多いです。匿名
をいいことに平気で人を傷つける投稿をするのは多くは大人です。
今の高校生は小さな頃から、ICTやSNS、そして人権に関わる教育を受
けています。そのような教育をひきつづいて学校で続けていただきたい
です。
・表面的な人権学習にとどまらないよう期待。

32 3.0 2.8 3.1

33 2.9 2.8 3.0

34 3.1 2.8 3.2

・日頃のゴミの分別等に努めることにあわせて、校内における美化活動
についても、清掃を通して、より積極的、自主的な取組を進めていただ
きたい。
・ゴミの分別やルールについても、守らないのは多くは大人です。ゴミス
テーションのルール違反のゴミ、道路沿いのゴミ、山や川の不法投棄は
多くは大人によるものです。高速道路のＳＡのゴミ箱やコンビニのゴミ箱
も大人のマナーがひどいです。高校生への指導では、長い目で見た、
視野を広げた説明や指導をお願いします。

35 3.3 2.8 3.2

36 2.7

37 2.5 2.4 3.2

・高校生は、部活動や受験等に時間が取られることや経費等の
制約により新刊図書や希望図書の購入が難しいことから学校図
書館の利用は低調にならざるを得ないという状況がある。近隣
の市立図書館を活用している生徒も多い。それらも加味して考
えるのはどうか？
・通信の発行だけでなくもっと効果的な読書啓発活動を検討す
べき。

38 3.2

39 3.1 2.7 3.0

40 3.6 3.0 3.1

41 3.2 3.4

42 3.4 3.3

43 3.1

44 3.1

45 3.5

46 2.4

・業務改善には、教員自身の自己変革も必要な場合がある。熱意と努
力には敬意を表するが、活力ある教育活動には教員自身が健康であ
ることが重要である。引き続き、「働き方改革」を意識して、業務改善を
進めていただきたい。
・ワークライフバランスは一朝一夕では解決しません。残業代を出して
あげてください。
・何らかの対策がとられているか？

・各項目についての満足度・肯定度はそれぞれに検証するとし
て、本校への満足度は生徒・保護者とも高いことはありがたいこ
とであるが、不満を感じたり満足度の低い生徒についても、引き
続き面談等での対応をお願いしたい。
・西脇高校は自由度が高い学校ですが、生徒は常識を逸脱せ
ずに落ち着いた生活していると思います。いい学校です。
・一層高評価が増えるよう、引き続き充実した環境づくりに努め
ていただきたい。
・西脇高校の満足度が高く、素晴らしいと思います。
今後も、更に「思う、概ね思う」の割合が高くなるよう、また、
「やっぱり西高っていいね」と多くの方に感じていただけるよう
に、
先生方もご多忙の中大変かと存じますが、生徒さんへのご指導
をお願いいたします。
・42の生徒と保護者が90％あるのは、安心出来きたような気が
します。

本校での学校生活に満足している。

【Ｏ】特色化･
多様化の推

進

【普通科】

「総合的な探究の時間」を活用して、生徒が、身近な所に
ある課題や地域の課題に目を向け、多様な人物と協働
し、自発的に探究することで、課題解決に向けて深い学
びを得るよう指導していますか。

・探究活動は、課題解決への自主的な学びを基盤としつ
つ、発表や協議等の協同的な活動を通してより学習の深
化につながる。引き続き、充実を期待したい。
・探究活動においては、教員の適切なアドバイスや指導が
不可欠である。専門とは違う領域の課題であっても、教員
相互の連携の上での指導が求められよう。
・生活情報科にあっては、その専門性を十分に活かし、地
域の関係機関や事業所等との連携をもとに地域の活性化
を図っていることは、高く評価できる。
・机上の勉強だけでなく、世間を知る、世界を知る、常識を
知る、答えが出なくても考えるという勉強が人間形成には
大事です。その場を準備する教員はとても大変ですが、そ
のような教育の場を提供してあげてください。
・特に生活情報科は文部科学大臣賞を受賞するなど素晴
らしい活動がマスコミにも頻繁に取り上げられ喜ばしく思
う。

【科学教育類型】

【Ｍ】情報活
用

校内ネットワークの適切
な運用と管理

自分は、教員ＰＣ、NASをはじめ、各種ICT機器や個人情
報等を適切に管理していますか。

・生徒のＢＹＯＤ意識は高く評価できる。職員共々、
引き続き適切な活用と管理に努めていただきたい。
・BYOD採用に向けて徹底したルール作りが急務。

自分は、ICT機器をについて研鑽を重ね、授業において
積極的に活用していますか。

本校は、BYODを意識して、授業における活用やルール
作り等の取組がなされていますか。

「総合的な探究の時間」を活用して、自らの興味関心のあ
る自然科学分野における課題を選択し、同じ志を持つ者
と協働して探究したことを口頭や文章での発表を行うこと
で、深い学びが得られるよう指導していますか。

【生活情報科】

家庭に関する専門学科で学ぶことを活かして、地域の特
産物を用いた商品づくりを通して、地域の多世代の方々
とコミュニケーションを図ることで地域活性化に貢献でき
るよう指導していますか。

【Ｎ】学校へ
の

満足度
西脇高校への評価

本校に入学させて（して）よかった。

・救急救命法（ＡＥＤ）講習について、４０％を超える
職員が否定的に回答している。その理由の検証が
求められよう。
・自らの命を守り生きる力を養うとともに、ボランティ
ア精神も培えるような教育を期待。

本校は、夏季休業前に救命救急法(ＡＥＤ)等の講習を、
職員・生徒を対象に実施する等、緊急対応の普及に努め
ていますか。

【Ｌ】図書館
活動

図書室の利用促進
本校は、図書室の利用を促したり読書意欲を高めるため
に、定期的に通信を発行していますか。

本校は、定期健康診断の結果の活用及び定期的な「保
健便り｣を発行することにより、生徒自身の健康への関心
を高め、自己管理を促していますか。

・「保健便り」は定期的な発行とともに、季節等の状
況にあわせて臨機な対応が求められる。保健委員
等生徒の活用もあわせて意識の向上に努めていた
だきたい。
・LINEの利用等相談しやすい環境づくりを。

本校は、健康相談の充実を図るために、キャンパスカウ
ンセラー、当該学年・担任･保護者、必要に応じて専門機
関との連携を密にし、支援を行っていますか。

【Ｊ】環境美
化

環境美化意識の向上と
適切な学習環境の確立

自分は、日頃からゴミの量を減らしたり、分別の徹底を指
導したりして、生徒の環境意識の醸成を図っていますか。

そ
の
他
の
課
題

【Ｈ】人権文
化

人間尊重の精神を涵養
し、他者を思いやり、共に
生きる心の育成を図る。

本校は、生徒の実態を把握しながら各学年毎の目標を設
定し、年間４～５回の人権HRを実施していますか。

【Ｉ】保健管
理・

健康教育

心身の健康課題に適切
に対応し、生涯を通じて
主体的に健康で安全な

生活を送るための基礎を
培う

教
育
課
程

【Ｇ】教育課
程

教育課程の編成と類型
選択指導

本校は、新学習指導要領や大学入試システムの変更等
に対応したカリキュラムの編成ができていますか。

【Ｋ】防災･
安全教育

防災意識の高揚と実践
的な安全教育

本校は、実践的な防災教育を実施して、防災意識及び危
機対応能力の向上を図っていますか。

【Ｐ】業務改
善

ワーク・ライフ・バランス
の実現

自分は、仕事の合理化・効率化を図り、残業時間の縮小
に努めていますか。

・カリキュラムは本校の状況に応じて適切に編成さ
れていると思われるが、個々の進路指導にあたって
はきめ細やかな対応をお願いしたい。
・授業改善に生徒アンケートが高い程度で活かされ
ており、この効果に期待したい。
・探究活動は、生徒の学習をより深化させる機会と
なる。さらに肯定度を高めるための展開を期待した
い。
・特に問題はなさそうなので、「伸楽考動」「凡事徹
底」を更に推し進めて頂いたら良いのかと思いま
す。
・塾に行かずに希望の進学先を得ている生徒は少
ないのではないでしょうか。親は自分のことを後回し
にして子供に投資をしています。京都大学合格とか
神戸大学何人とか誇示する裏には親の多額な投資
があります。それら親の努力も踏まえた上で、進学
先やその人数の実績のコマーシャルをお願いしま
す。
・先生によっては、授業で何を喋っているか聞き取
れない方、また教えるのが下手な方もると聞きま
す。先生方の資質の向上、また喋るのが苦手なら
スライドや資料を多用するなど、評価と工夫をお願
いします。
・生徒の評価平均は低くないものの、約1/4が補習
等の効果を実感できていないという結果は残念。
・授業公開週間を設けておられるのに、生徒や保護
者に伝わっていない可能性が少しあるように思いま
す。
・探究活動において、茜が丘複合施設Miraie等を活
用し、主体的に聞き取り調査や利用者アンケート等
に取り組むことは、素晴らしいと思います。
SDGｓやジェンダー平等、子育て支援等の知識が少
しでもあることで、人間の幅が広がり、大学や就職
の面接時にプラスになるのではと思われます。

本校は、生徒に対して科目の指導内容を明確化し、適正
な講座編成に努めていますか。

学習指導力の向上
開かれた教育課程

本校は、教科指導力向上のため、研究授業・研究協議及
び外部へ向けた授業公開を実施する授業公開週間を設
けていますか。

自分は、年２回実施の生徒による授業アンケート後に、そ
の結果を受けて授業改善に努めていますか。

生徒（あなた）は、日々の授業を理解していると思います
か。

・接遇等、概ね良好な状況にあるといえる。
・施設・設備の不備については、補修計画等も踏まえなが
ら、状況によっては迅速な対応をお願いしたい。
・電話では学校名と名前を言われています。危険箇所で
はありませんが、校内の自販機にエナジードリンクは置か
ないほうがいいのでは。
・築年数も長いので定期的な危険個所点検を。

建物・設備等の適切な管
理と校内の美化

本校は、校舎施設の危険箇所等の迅速な把握と修繕に
努めていますか。

学力向上に向けた取組

自分は、生徒個々の実態を把握するため面談を行い、補
充等を実施して学力向上に努めていますか。

自分は、習熟度別授業や少人数授業等での指導状況
や、小テスト・考査等の結果から、指導方法の点検・改善
を行っていますか。

本校は、探究活動をとおして、教科横断的な取組を行うこ
とで、生徒が自ら考え、問題を解決する力を養っています
か。

領域等 評価の観点 評価項目 実践目標
４件法による評価平均

学校関係者評価委員の意見

【Ｅ】部活動 バランスのとれた活動
自分は、部活動における規定を守りながら、勉強と部活
動のバランスがとれた指導を心がけていますか。

【Ｆ】学校事
務

好感を持たれる接遇
自分は、電話等において迅速な対応と気持ちのよい対応
を実践していますか。

本校は、学校行事の企画及び運営に際して、生徒会、各
学級、部活動等の自主的な活動を支援していますか。

挨拶や清掃の徹底 自分は、日々の挨拶や清掃の徹底を図れていますか。

いじめの未然防止、早期
発見、早期対応

自分は、日頃から生徒の言動に注意をはらい、生徒や学
級の様子を知ることに努めていますか。

・学年集会等における進路指導や入試傾向や問題
傾向の取組は生徒の肯定度も高く、進路意識を向
上させているものと評価できる。
・全体に良好だと思われるが、職員の「進路研究会
への参加や進路情報の提供」について、否定的な
回答が４０％を超えていることが気になるが。
・インターンシップについて、生徒の否定的回答が４
０％を超えている。体験先の考え方とのギャップも
あるかもしれないが、より効果的なプログラムに期
待したい。
・今の3年生は、2年前の文理選択の際に理系希望
者が多く、最終調整でやや強引な手段をとられ、保
護者を交えて一悶着あったと聞いています。文理の
人数がきっちり合うことは難しいと思います。いろい
ろな兼ね合いがあろうかと思いますが、どちらかが
多くてもいいぐらい柔軟な対応をしてほしいです。
・（18について）前年度に引き続き低評価。改善策
は？

本校は、保護者にとって分かり易い情報の提供を心が
け、学年保護者会等で入試結果、受験の情報提供を充
実させていますか。

本校は、大学等の入試問題を分析し、傾向や対策を生徒
に提示することで、進路意識を高めさせ、進路目標達成
に繋げていますか。

自分は、進路指導関係の研究会等に積極的に参加し、
各学年との連携を密にして、進路情報の積極的な提供に
努めていますか。

勤労観・職業観の育成や
進路意識の高揚と、進路
実現に向けた具体的取り

組み

本校は、看護・医療体験、インターンシップなどに関する
情報提供を行い、生徒に積極的に参加させ、より一層の
進路意識高揚と、勤労観を育成していますか。

本校は、教育相談やアンケートの実施（学期に１回）によ
り、いじめの早期発見に努め、必要に応じて学校全体で
組織的に取り組んでいますか。

生徒指導における指導
体制の推進

本校は、職員全体で共通理解のもと生徒指導を行ってい
ますか。

実践的指導力の向上に
向けた研修の充実

本校は、多様な生徒に対応するために、職員研修会を計
画的に実施し、適宜必要な情報の共有に努めています
か。

【Ｂ】危機管
理

家庭・地域・関係機関と
連携した危機管理体制の

推進

生徒（あなた）は登下校等において交通ルールを守り、安
全に配慮していますか。

・登下校の状況について、生徒の認識と地域住民の意見に
ギャップがある場合がある。外部からの情報提供等にも留意い
ただきたい。
 ・クラッシー等における連絡について評価は高い。引き続き、充
実を図っていただきたい。
・生徒の自転車運転中のスマホ操作を見かけます。特に学校か
ら離れている所で。自動車運転中にスマホをいじる大人になら
ないよう自他の「命」を守る意識付けの教育をお願いします。
・苦情対応、注意喚起後に改善されているかが重要。
・登校時の送迎について、マナーが良くない（急に停車して危
険、等）と聞くことが度々あります。大半の生徒さん（保護者の
方）がマナーを守っておられる中、一部の方の行動で、「西高生
は」と一括りに言われるのはとても残念に思います。先生方も何
度もご指導いただいているかと思いますが、再度、ルールの徹
底をしていただきたいと思います。

本校は、外部情報（苦情等）の積極的な収集と、統制のと
れた教職員の対応をするとともに、生徒に対して全校集
会やＨＲを通じて迅速な注意喚起を行なっていますか。

本校は、クラッシーやラインネットを使って教員・保護者と
も緊急時の連絡を伝えるとともに、緊急時の体制を整え
ていますか。

学校関係者評価委員の意見

学
校
運
営

【Ａ】 開かれ
た学校づくり

家庭や地域への情報発
信

本校は、ウェブアクセシビリティ（見やすさ、利用しやすさ）
を目指した学校Ｗｅｂページの制作に取り組んでいます
か。

・アクセシビリティについて、職員の４０％近くが否定的に
回答している。その理由の検証が求められよう。
・情報提供全体について、概ね良好な状況にあると言える
が、引き続き充実を図っていただきたい。
・中学校への発信だけでなく、地域住民へのアピールも必
要と考えます。例えば部活動の成果など。
・ＨＰの「おしらせ」の日付に年の表示なく、古い記事と新し
い記事が混在しています。部活のインスタ記事もすでに削
除済みなのにお知らせに記事が残っている。ＨＰの管理
は煩雑でとても大変ですが、見る側を意識した細やかな
管理をしていただきたいです。
・オープンハイスクールについては、毎年参加中学生に尋
ねると評価が低い。参加者の声を踏まえて改善を検討し
てほしい。
・１～3については、保護者や職員の思う概ね思うが60％
位なのが残念です。

本校は、ホームページを通して最新の必要な情報等を発
信していますか。

本校は、学校行事や部活動や日々の生徒の様子をこま
めに伝えていますか。

中学生及び保護者への広報活動
本校は、オープン・ハイスクール等を通して、中学校に本
校の魅力を発信できていますか。

【Ｄ】進路指
導

進路実現に向けた情報
収集と、生徒・保護者へ

の提供

本校は、生徒の進路実現に向けて目的意識を持たせる
ため、文理選択や学部・学科研究のガイダンス、進路講
演会を実施していますか。

【Ｃ】生徒指
導

生徒の内面理解
自分は、各学級及び部活動の生徒、あるいは気がかりな
生徒に対して面談等を行うなど、日頃から内面の理解に
努めていますか。

・本校生は、全体的に落ち着いた生活態度であると
ともに、行事や部活動等においては積極的に参加
しており、その態度・姿勢は高く評価できる。
・また、その一方で内面に悩みを持っている生徒も
存在する。様々な場を通して、生徒の内面理解に努
めていただきたい。
・質問13の「2.2」　高校教育現場で職員全体にまと
まりがないのは昔からあまり変わっていないと思い
ます。離任式の壇上で離任する教師が学校側への
要望を言ったり、小テスト廃止の愚痴を生徒の前で
言うなど、管理職と先生方、また先生同士の繋がり
が足りないと感じざるをえません。仲がよい先生だ
けでなく、良くない間柄でも、生徒や学校がよくなる
よう意見の出しやすい雰囲気作りをしてほしいで
す。特に年齢の上の人や中堅職員は謙虚に意識改
革を。陰で何を言っても何もよくなりませんので。
・いじめに関しては、早期発見、対応のみならず、い
じめを生まない環境、いじめを許さない環境作りに
重点を置いてほしい。
・職員全体で共通理解のもと、生徒指導を行ってい
るか、の問いに「思う・概ね思う」（38.9％）より、「あ
まり思わない・思わない」（61.1％）が上回っている
のが気になります。

生徒の自主・自立の精神
の育成

令和４年度 兵庫県立西脇高等学校 学校評価報告書

グラデュエーション
・ポリシー

（１）ふるさとの自然や文化に愛着と誇りを持ち、将来地域社会に積極的に参画する人間を育成する。
（２）基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着により主体的に「考える」ことができる生徒を育成する。
（３）多様な人々とつながる力を有し、自ら「問い」を立て協働して探究することができる生徒を育成する。
（４）伸び伸びとした高校生活を送ることで、想像力と創造力の伸長を図り、夢の実現に向けて行動できる生徒を育成する。
（５）人間らしい柔軟な判断力を持ち、自由な発想で新しいことに挑戦する意欲のある生徒を育成する。

アドミッション
・ポリシー

（１）将来に夢を持ち、夢の実現に向けて努力し続ける生徒を募集する。
（２）周囲と良好な人間関係を築き、伸び伸びと充実した高校生活を送りたい生徒を募集する。
（３）課題を自ら発見し、多様な人々と協働して解決策を考えるなど、探究できる生徒を募集する。

領域等 評価の観点 評価項目 実践目標
４件法による評価平均


